ニホンゴ ホウゲン ノ タヨウセイ アクセント ノ チイイキサ by 木部, 暢子
93
日本語方言の多様性－アクセントの地域差―
木部　暢子
国立国語研究所教授
要旨
日本語は，アクセントの地域差が大きいことで知られている。例えば，「雨」は東京方言でア
━━
メ
（a
━
me），京都方言でアメ
━━
―（ame
━
e）鹿児島方言でアメ
━━
（ame）と発音され，「飴」は東京方言でアメ
━━
（ame），
京都方言でア
━━━━
メ（ame），鹿児島方言でア
━━
メ（ame）と発音される。また，福島方言では「雨」も「飴」
も区別がなく，ア
━━
メ（a
━
me）と発音されたり，アメ（ame）と発音されたりする（上に線を引いた部分
を高く，線を引いていない部分を低く発音する）。このようなアクセントの地域差はなぜ生じたのだろ
うか。各地のアクセントシステムと方言間のアクセント型の対応関係を検討することにより，これらが
同一の祖型から生まれた兄弟関係にあることを述べ，これらのバリエーション生まれたプロセスについ
て考察する。
１　アクセントの地域差の概観
日本語は，アクセントのバリエーションが豊かである。これまでの研究成果からアクセントの地域差
を概観してみよう。
図１　金田一春彦監修　秋永一枝編『新明解アクセント辞典』より
94
東京外国語大学国際日本学研究報告Ⅰ
 
図２　杉藤美代子『日本語アクセントの研究』を参考に作成
図１，図２を見ると，全国は大きく（1） 京阪式アクセント，（2） 東京式アクセント，（3） 二
に け い
型アクセ
ント，（4） 無
む け い
型アクセントの４つに分けられている。以下では，京都方言（京阪式アクセント），東京
方言，弘前方言（東京式アクセント），鹿児島方言（二型アクセント）の４方言を取りあげ，まず，そ
れぞれのアクセントシステムを概観し，次に，それらの異同について考察し，最後に，それぞれのアク
セントがどのようにして形成されたかについて考える。
２　東京方言のアクセント
最初に東京方言を取りあげる。表１は，東京方言の名詞のアクセント型のリストである。
表１　東京方言の名詞のアクセント型
< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
手 :t
━━
e 雨 :a
━
me 兜 :k
━━
abuto 蟷螂	:k
━━
amakiri
花 :han
━━
a 心 :kok
━━
oro 色紙	:ir
━━
ogami
男 :ot
━━
ok
━━
o 雷	 :kam
━━
in
━━
ari
妹	 :im
━━
oo
━
t
━━
o
葉 :h
━━
a 鼻 :han
━━
a 桜 :sak
━━
ur
━━
a 友達	:tom
━━
od
━━
at
━━
i
表１では，t
━━
e（手）と ha（葉），hana（花）と hana（鼻），otoko（男）と sakura（桜），imooto（妹）
と tomodati（友達）がそれぞれ同じアクセント型になっているが，これらに助詞 ga（が）を付けて発
音すると，「手」「花」「男」「妹」には ga（が）が下がって続き，「葉」「鼻」「桜」「友達」には ga（が）
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が下がらずに続く（表２）。ここから，「手」「花」「男」「妹」の末尾には次に来る助詞を下げるという
特徴が備わっている，逆にいうと，「葉」「鼻」「桜」「友達」にはそのような特徴が備わっていないと考
えることができる。その他のアクセント型もピッチの下がり目の位置によって区別されている。
表２　東京方言の「名詞＋ ga」のアクセント
< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
手 :t
━━
ega 雨 :a
━
mega 兜 :k
━━
abutoga 蟷螂 :k
━━
amakiriga
花 :han
━━
aga 心 :kok
━━
oroga 色紙 :ir
━━
ogamiga
男 :ot
━━
ok
━━
oga 雷　 :kam
━━
in
━━
ariga
妹　 :im
━━
oo
━
t
━━
oga
葉 :hag
━━
a 鼻 :han
━━
ag
━━
a 桜 :sak
━━
ur
━━
ag
━━
a 友達 :tom
━━
od
━━
at
━━
ig
━━
a
一方，ピッチの上がり目は，多くの場合，第２拍目にある（第１拍目のみを高く発音する te（手），
ame（雨），kabuto（兜），kamakiri（かまきり）を除く）。このことから，ピッチの上がり目は語のア
クセントの区別に関与していないことがわかる。
では，ピッチの上がり目はどのような役割を担っているのだろうか。じつは，ピッチの上がり目は，
文節の作り方によって移動することがある。例えば，ir
━━
ogami（色紙）の第２拍目の上昇は，「この色紙」「わ
たしの色紙」といった連文節では，konoirogami，watasinoirogamiのように，「この」「わたしの」の
部分に移動する。もし，konoirogami（この色紙），watasinoirogami（わたしの色紙）のように発音し
たとしたら，「この」と「色紙」，「わたしの」と「色紙」の２つの文節に切れているように感じる。こ
のことから，第２拍目の上昇は単語のアクセントではなく，句（phrase）の始まりを表していることが
わかる。
以上をまとめると，次のようになる。東京方言のアクセント型は，「ピッチの下がり目がどこにある
か（下がり目がない型も含む）」によって区別される。ピッチの上がり目はアクセントの特徴ではなく，
句の始まりの特徴である。
ピッチの下がり目を「下げ核」（lowering kernel）という。これを ̚で表記すると表３のようになる。
表３　東京方言の名詞のアクセント体系
< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
手 :te̚ 雨 :a̚me 兜 :ka̚buto 蟷螂 :ka̚makiri
花 :hana̚ 心 :koko̚ro 色紙 :iro̚gami
男 :otoko̚ 雷　:kamina̚ri
妹　:imooto̚
葉 :ha 鼻 :hana 桜 :sakura 友達 :tomodati
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下げ核は単語の特定の拍に付与された特徴で，例えば，「手」「雨」「兜」「かまきり」は第１拍目に下
げ核を持つ語，「花」「心」「色紙」は第２拍目に下げ核を持つ語，「男」「雷」「妹」は第３拍目に下げ核
を持つ語，また，「葉」「鼻」「桜」「友達」は下げ核を持たない語である。単語のアクセントは下げ核の
位置により，次のように数字で表すことができる。
表４　東京方言の名詞のアクセント体系
アクセント 単語 <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
1 手，雨，兜，蟷螂 ○ ̚ ○ ̚○ ○ ̚○○ ○ ̚○○○
2 花，心，色紙 ○○ ̚ ○○ ̚○ ○○ ̚○○
3 男，雷 ○○○ ○○○ ̚○
4 妹 ○○○○ ̚
0 葉，鼻，桜，友達 ○ ○○ ○○○ ○○○○
（下げ核のない型は 0で表す）
下げ核を持たない型を含めて，東京方言ではＮ拍語につき「Ｎ＋１」個の型がある。このようなタイ
プのアクセントを「多
た け い
型アクセント」という。
３　鹿児島方言のアクセント
次に鹿児島方言を取りあげる。鹿児島方言の名詞のアクセント型は，表５に示すように，Ａ型（うし
ろから２つ目のシラブルが高く，最後が下がる型）とＢ型（最終シラブルのみ高い型）の２種類である
（韻律の単位は拍（モーラ）ではなく音節（シラブル）である）。
表５　鹿児島方言の名詞のアクセント型
< １音節 > < ２音節 > < ３音節 > < ４音節 >
Ａ型 葉 :ha
＼
鼻 :h
━━
ana 女 :on
━━
ago 赤蜻蛉 :akat
━━━
onbo
Ｂ型 歯 :h
━━
a 花 :han
━━
a 男 :otok
━━
o 雷 :kannared
━━━
on
（＼は下降調を表わす）
全ての単語は，Ａ型かＢ型かのどちらかに分類される。a
━
me（飴），sakura（桜），tomodat（友達）はＡ型，
t
━━
e（手），ame（雨），kokor
━━
o（心），irogan（色紙），imot（妹）はＢ型である（鹿児島方言では，tomodat（友
達）の datや imot（妹）のmotのような閉音節が多数現れる）。
Ａ型，Ｂ型の音調パターンは，助詞が続いても変わらない。例えば，名詞に ga（が），mo（も），kaa（から），
den（でも）等の助詞が続くと，高い部分がうしろに移動して，Ａ型，Ｂ型の音調パターンが保たれる（表
６）。
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表６　鹿児島方言の「名詞＋助詞」のアクセント
単語 ga（が） mo（も） kaa（から） den（でも）
Ａ型 鼻 :h
━━
ana 鼻 :han
━━
aga 鼻も :han
━━
amo 鼻から :hanak
━━
aa 鼻でも :han
━━
aden
Ｂ型 花 :han
━━
a 花 :hanag
━━
a 花も :hanam
━━
o 花から :hanakaa
━
花でも :hanad
━━━
en
鹿児島方言のように，語の長さにかかわらずアクセント型の種類がＮ種類と決まっている方言を
「Ｎ
えぬけい
型アクセント」という。鹿児島方言は２種類の型を持つので，二
に け い
型アクセントである。
鹿児島方言のアクセントと先に述べた東京方言のアクセントを比較してみると，いろいろな点で大き
く違っていることがわかる。まず，東京方言のアクセントは，特定の拍に付与された「下げ核」によっ
てアクセント型の区別が行われる。下げ核は固有の拍に付与されたものなので，助詞が接続しても基本
的には下げ核の位置が動かない。それに対し，鹿児島方言のアクセントは，句全体にかぶさる音調パター
ン（Ａ型かＢ型か）によってアクセント型が区別される「二型アクセント」である。音調パターンは，
基本的に句（文節）を単位としているので，助詞が接続して句が長くなると高い部分がうしろに移動する。
次に，東京方言は拍数に応じて型の種類が増えていく「多
た け い
型アクセント」，それに対し，鹿児島方言
は単語の長さにかかわらずアクセント型の種類が２種類と決まっている「二型アクセント」である。
４　京都方言のアクセント
三番目に京都方言を取り上げる。表７は京都方言の名詞のアクセント型のリストである。
表７　京都方言の名詞のアクセント型
< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
葉 :h
━━
aa 花 :h
━━
ana 男 :o
━
toko 姉 :n
━━
eesan
二人 :h
━━━━
utari 湖 :m
━━━━
izuumi
雷 :k
━━━━━━
aminari
子 :k
━━
oo
━
鼻 :h
━━
an
━━
a 桜 :s
━━━━━━
akura 友達 :t
━━━━━━━━
omodati
雨 :ame
＼
兜 :kab
━━
uto 色紙 :ir
━━
ogami
マッチ :matti
＼
息抜き :ikin
━━
uki
手 :tee
━
松 :mat
━━
u 兎 :usag
━━
i 人参 :ninzin
━
それぞれの型の区別には，ピッチの下がり目の位置が関与している。ただし，ピッチの下がり目だけ
で型を区別しようとすると，表８に示したように，「二人／兜」，「湖／色紙」（いずれも２），「雷／息抜
き」（いずれも３），「子／手」，「鼻／松」，「桜／兎」，「友達／人参」（いずれも０）が区別できなくなっ
てしまう。それを回避するためには，もう一つ別の特徴を関与させなければならない。
それぞれのペアを見てみると，左の語（二人，湖，雷，友達，子，鼻，桜，友達）は語の最初から高
く発音され，下降の位置まで高が続くのに対し，右の語（兜，色紙，息抜き，手，松，兎，人参）は語
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の最初が低く発音され，下降の前の拍まで低が続いている。この特徴と下げ核を組み合わせることによ
り，表８を表９のように改良することができる。
表８　京都方言の名詞の下げ核の位置
アクセント <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
　　1 葉 :ha̚a 花 :ha̚na 男 :o̚toko 姉 :ne̚esan
　　2** 二人 :huta̚ri 湖 :mizu̚umi
　　3*** 雷 :kamina̚ri
　　0* 子 :koo 鼻 :hana 桜 :sakura 友達 :tomodati
　　2** 雨 :ame̚ 兜 :kabu̚to 色紙 :iro̚gami
　　3*** マッチ :matti̚ 息抜き :ikinu̚ki
　　0* 手 :tee 松 :matu 兎 :usagi 人参 :ninzin
表９　京都方言の名詞のアクセント体系
アクセント <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
　　H1 葉 :｢ha̚a 花 :｢ha̚na 男 :｢o̚toko 姉 :｢ne̚esan
　　H2 二人 :｢huta̚ri 湖 :｢mizu̚umi
　　H3 雷 :｢kamina̚ri
　　H0 子 :｢koo 鼻 :｢hana 桜 :｢sakura 友達 :｢tomodati
　　L2 雨 :ame̚ 兜 :kabu̚to 色紙 :iro̚gami
　　L3 マッチ :matti̚ 息抜き :ikinu̚ki
　　L0 手 :tee 松 :matu 兎 :usagi 人参 :ninzin
　（H：High toneで始まる　L：Low toneで始まる）
以上から，京都方言のアクセントは，語の特定の拍に付与された「下げ核」と語の始まりが High 
toneか Low toneかという「２つの式」によってアクセント型が区別されると整理することができる。「下
げ核」を持つ点は東京方言と共通している。また，「２つの式」を持つ点は鹿児島方言の「二型アクセント」
と共通している。つまり，京都方言のアクセントは，東京のシステムと鹿児島のシステムを組み合わせ
たような形を持っているのである。　
５　弘前方言のアクセント
四番目に弘前方言を取り上げる。弘前方言の名詞のアクセント型を表 10に示す。表 10では名詞単
独形と助詞mo（も）が接続したときのアクセントを上下に並べて示している。
助詞mo（も）が接続した場合に高く発音する部分がうしろに移動する点は，鹿児島方言に似ている。
しかし，拍数が増えると型の数が増えていくので，Ｎ型アクセントではない。では，アクセント型を区
別する特徴は何だろうか。
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表 10　弘前方言の名詞のアクセント型
< １拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
手 : t
━━
e 猿 : s
━━
aru 狐 : k
━━━━
itune 糠米 : u
━━━━━
rukome
　	 t
━━
emo  s
━━━━
arumo  k
━━━━━━
itunemo  u
━━━━━━━
rukomemo
花 : hana
＼
兎 : us
━━
agi 手袋 : teb
━━━━
ukuro
 han
━━
amo  us
━━━━
agimo  teb
━━━━━━
ukuromo
男 : otoko
＼
果物 : kudam
━━
ono
 otok
━━
omo  kudam
━━━━
onomo
雷　: kaminari
＼
　 kaminar
━━
imo
葉 : h
━━
a 鼻 : han
━━
a 桜 : sakur
━━
a 友達 : tomodat
━━
i
 ham
━━
o  hanam
━━
o  sakuram
━━
o  tomodatim
━━
o
ピッチの下がり目の位置を見ると，多くの文節で最終拍が下がっている。先に見た東京方言では，２
拍目からピッチが上昇し，それにより句の始まりを表していた。弘前方言はそれと対称的に，最終拍の
前でピッチが下降し，それにより句の終わりを表していると考えられる。だとすると，弘前方言のアク
セント型の弁別要素は，ピッチの下がり目ではなく，上がり目である可能性が出てくる。そこで，ピッ
チの上がり目を「 で表記すると，表 11のように整理することができる。
表 11　弘前方言の名詞のアクセント体系
アクセント <１拍 > < ２拍 > < ３拍 > < ４拍 >
1 手 : ｢te 猿 : ｢saru 狐 : ｢kitune 糠米 : ｢urukome
　	 ｢temo  ｢sarumo  ｢kitunemo  ｢urukomemo
2 花 : ha｢na 兎 : u｢sagi 手袋 : te｢bukuro
 ha｢namo  u｢sagimo  te｢bukuromo
3 男 : oto｢ko 果物 : kuda｢mono
 oto｢komo  kuda｢monomo
4 雷　: kamina｢ri
 kamina｢rimo
0 葉 : ha 鼻 : hana 桜 : sakura 友達 : tomodati
 hamo  hanamo  sakuramo  tomodatimo
ピッチの上がり目（ ｢） を昇り核（ascending kernel）と呼ぶ。「手」「猿」「狐」「糠米」は第１拍目に
昇り核を持つ語，「花」「兎」「手袋」は第２拍目に昇り核を持つ語，「男」「果物」は第３拍目に昇り核
を持つ語，「雷」は第４拍目に昇り核を持つ語，「葉」「鼻」「桜」「友達」は昇り核を持たない語である。
昇り核を持たない語は末尾が上昇するが，これは句（文節）の音調と考えられる。
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６　アクセントの地域差の形成
以上，４地点のアクセントシステムの異同を見てきた。これらの異同がどのようにして形成されたの
かを考えるために，各地のアクセント型の対応関係を見てみよう。表 12を見ると，各地のアクセント
型はきれいな対応関係を持っている。このことは，これらのアクセントが共通の祖から生まれた兄弟関
係にあることを示している。
表 12　２拍名詞のアクセント型の対応
金田一の類 語
京都 東京 弘前 鹿児島
式と下げ核 下げ核 昇り核 二型
第 1類 飴，風，酒，鼻 H0 0
0 Ａ型
第 2類 石，歌，音，橋
H1 2
第 3類 足，色，花，山 2
Ｂ型第 4類 稲，空，帯，箸 L0
1
2（第 2拍広母音）
1（第 2拍狭母音）第 5類 秋，猿，雨，窓 L2
祖型は，鹿児島方言のＡ型・Ｂ型，京都方言の「２つの式」，および東京方言の「下げ核」，弘前方言の「昇
り核」が生み出せるような体系を持っていたはずである。そこで，図３では「２種類の式」と「２種類
の核」を持つ体系を祖体系として設定している。このうち，２種類の式を保持し，核の種類が「下げ核」
に統合されたのが京都方言，式の特徴を保持せず，核の種類が「下げ核」に統合されたのが東京方言，「昇
り核」に統合されたのが弘前方言，２種類の式を保持し，核の特徴を保持していないのが鹿児島方言で
ある。なお，今回扱った地域以外のアクセントを考慮することにより，祖体系の式の種類，核の種類が
増える可能性がある。
図３　アクセントの地域差の形成に関する試案
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琉球諸語のアクセントについては，近年，調査と研究が急速に進みつつある。多くの地域で３型アク
セント体系，２型アクセント体系が報告されているが，与論方言のように昇り核による多型アクセント
体系も見つかっており，琉球祖語のアクセントがどのような体系であったかは，今後の調査研究にまつ
ところが大きい。本土諸方言との関係については，金田一の類の２拍名詞１・２類語にきれいな対応関
係が見られることから，本土諸方言と琉球諸語も共通の祖（日流祖語）にさかのぼることが明らかであ
る。ただし，詳細については，やはり今後の調査研究にまつところが大きい。
図４　祖語のアクセントのイメージ
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